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一
．
研
究
の
目
的
と
方
法

　

従
来
の
上
代
の
和
化
漢
文
資
料
を
扱
っ
た
日
本
語
学
的
な
研
究
は
、「
な
ぜ
和
習
が
起
こ

る
の
か
」
と
い
う
方
向
を
向
い
て
い
た
。
そ
の
研
究
の
成
果
と
し
て
、
先
行
す
る
文
献
の
引

き
写
し
、
和
訓
に
引
き
ず
ら
れ
た
、
な
ど
の
仮
説⑴
が
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
漢
字
を
そ
こ
に
記
す
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
書
記
体
系
に
裏
打
ち

さ
れ
た
現
象
な
の
か
と
い
う
問
い
に
答
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

稿
者
は
右
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
、
中
国
語
を
基
盤
と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
漢

字
が
、
日
本
で
は
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
展
開
し
て
き
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

日
本
語
史
研
究
の
立
場
か
ら
解
明
す
る
こ
と
を
研
究
の
課
題
と
す
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
上
代
に
編
纂
さ
れ
た
文
献
の
う
ち
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
〈
存
在
〉

の
意
味
を
表
す
漢
字
の
種
類
を
確
認
し
、
分
析
す
る
。

　
『
古
事
記
』
は
、
和
銅
五
（712

）
年
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
歴
史
書
で
あ
る
。
本
文
は

和
文
風
の
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
歌
謡
や
訓
注
は
万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ 

る⑵
。
そ
の
構
成
は
、「
神
の
代
」
の
物
語
で
あ
る
上
巻
、
神
と
人
と
の
交
渉
が
極
め
て
深
く
、

人
が
神
々
か
ら
十
分
解
放
さ
れ
て
い
な
い
、
い
わ
ば
神
話
的
、
宗
教
的
な
色
彩
に
富
ん
で
い

る
物
語
が
多
い
中
巻
、
神
々
か
ら
解
放
さ
れ
た
人
間
そ
の
も
の
の
物
語
で
あ
る
下
巻
の
三
巻

か
ら
成
る⑶
。

　

各
漢
字
の
用
例
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
用
字
法
が
見
ら
れ
る
か
、
帰
納
し
て
考
察
す
る
こ
と

が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
〈
存
在
〉
の
意
味
を
表
す
漢
字
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て

述
べ
ら
れ
た
も
の
を
次
に
紹
介
す
る
。

①
沖
森
卓
也
「
上
代
文
献
に
お
け
る
「
有
・
在
」
字
」

　

本
論
文
で
は
、
分
析
す
る
際
に
正
用
文
型
か
誤
用
文
型
と
い
う
視
点
を
用
い
る
。
ま
た
、

「
用
法
よ
り
、
上
巻
と
中
・
下
巻
が
同
一
人
の
筆
録
に
よ
る
と
は
考
え
難
い
」
と
い
う
立
場

で
、「
有
」「
在
」
を
上
巻
と
中
・
下
巻
に
分
け
て
考
察
し
て
い
る
。
要
約
す
る
と
次
の
通
り

で
あ
る
。

　
　

上
巻　
　

＝ 「
在
」
の
、
場
所
を
示
す
用
例
は
と
も
か
く
、
他
の
用
例
に
つ
い
て
は
先

行
文
献
を
踏
襲
し
た
可
能
性
が
極
め
て
強
い
。

　
　

中
・
下
巻
＝ 

見
か
け
の
上
で
は
、
同
等
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

実
は
全
く
限
ら
れ
た
用
法
し
か
有
し
て
い
な
い
。

②『
日
本
思
想
大
系
一　

古
事
記
』

　
「
類
義
語
一
覧
」
に
「
居
坐
す
る
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
要
約
す
る
と
、
次
の
通
り
で

あ
る
。

　
　
「
居
」＝ 

人
物
が
居
る
意
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
敬
意
の
意
が
な
く
、
国
語
の
ヲ
リ

に
当
る
。

　
　
「
坐
」＝ 
敬
意
の
対
象
と
な
る
神
や
人
物
な
ど
の
存
在
す
る
意
を
表
す
。
国
語
の
イ
マ
ス

に
当
る
。
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本
稿
は
、〈
存
在
〉
の
意
味
を
表
す
漢
字
を
体
系
的
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
用

字
法
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
和
習
で
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
述
べ
な
い
。
こ
の
点
で
①
と
異
な
る
。
ま
た
、
漢
字
が
、
ど
の
よ
う
な
対
象
と
結
び

つ
い
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
た
め
に
、
漢
字
と
和
訓
と
を
結
び
つ
け
な
い
。

こ
の
点
で
②
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
研
究
方
法
と
異
な
る
。

　

使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
一　

古
事
記　

祝
詞⑷
』
を
基
本
の
テ
キ

ス
ト
と
し
、
適
宜
、
他
の
注
釈
書
を
参
考
と
し
た
。
引
用
文
に
、
傍
線
部
を
付
し
た
漢
字
が

研
究
の
対
象
と
し
た
漢
字
で
あ
る
。
引
用
文
の
後
に
括
弧
で
示
す
の
は
、『
日
本
古
典
文
学

大
系
一　

古
事
記　

祝
詞
』
に
お
け
る
頁
数
と
行
数
で
あ
る
。
用
例
を
引
用
す
る
際
は
、
旧

字
体
を
新
字
体
に
改
め
て
白
文
で
掲
載
し
、
訓
点
・
分
注
・
音
注
等
は
省
い
た
。

　

ま
た
、
漢
字
の
検
索
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
公
開
し
て
い
る
、「
日
本
古
典
文
学
本

文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
利
用
し
た
。

　

な
お
、〈
存
在
〉
の
意
味
を
表
す
漢
字
の
用
例
の
う
ち
、
研
究
の
対
象
と
し
た
の
は
、
次

の
要
件
を
満
た
す
用
例
に
限
っ
た
。

　
　
　

①
一
文
（
一
文
節
）
中
で
本
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る

　
　
　

②〈
存
在
〉
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る

　

右
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
研
究
の
対
象
か
ら
外
し
た
用
例
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

例
外
①　
〈
存
在
〉
以
外
の
意
味
を
表
す
動
詞

　
　
　

例
外
②　

複
合
語
の
後
部
要
素

　
　
　

例
外
③　

固
有
名
詞
の
一
部

　
　
　

例
外
④　

陳
述
の
助
動
詞
「
デ
ア
ル
」

二
．『
古
事
記
』
に
お
け
る
〈
存
在
〉
を
表
す
漢
字
の
用
字
法

Ⅰ
．
各
漢
字
の
特
徴

　
『
古
事
記
』
の
な
か
で
〈
存
在
〉
の
意
味
を
表
す
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
漢
字
は
、「
有
」

「
在
」「
坐
」「
居
」
の
四
字
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
漢
字
が
〈
存
在
〉
の
意
味
を
持
つ
漢
字
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た
か
を
探
る
た
め
、
古
辞
書
で
和
訓
を
確
認
し
た
。
観
智
院
旧
蔵
『
類
聚
名
義
抄⑸
』
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
有
）
佛
上　

46
丁
表
2

　

 

ア
リ　

マ
シ
マ
ス　

ア
マ
リ（
ル
）　

タ
モ
ツ　

モ
ハ
ラ　

ア
ル
イ
ハ　

和
ウ

（
在
）
佛
上　

45
丁
裏
6

　

 

音
載　

又
上
声　

ア
リ
マ
シ
マ
ス　

ハ
ム
ヘ
リ　

ツ
マ
ヒ
ラ
カ　

終
　ヽ

ア
キ
ラ
カ
ニ
ナ

リ　

見
　ヽ

オ
キ
テ

（
坐
）
法
中　

35
丁
表
4

　

除
果
反　

ヰ
ル　

マ
シ
マ
ス　

ス
フ　

ヲ
リ　

ツ
ミ　

ヨ
ル（
リ
テ
）　

ツ
ミ
ス　

和
サ
ア

（
居
）
法
下　

46
丁
表
4

　

 

挙
魚
反　

ヰ
ル　

ヲ
リ　

オ
ク　

イ
ク
生　

ス
フ　

安
居
俗　

ヲ
リ
ト
コ
ロ　

又
音
基　

語
助　

和
コ

　

つ
ぎ
に
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
各
漢
字
の
用
例
を
整
理
し
た⑹
。

　

ま
ず
、「
有
」
は
、
全
八
十
一
例
中
、
七
十
七
例
が
〈
存
在
〉
の
意
味
を
表
す⑺
。

　
【
有
】
乗
天
之
羅
摩
船
而
、
内
剥
鵝
皮
剥
、
為
衣
服
、
有
帰
来
神
。（p106.14

）

　
【
有
】
作
筌
有
取
魚
人
。（p152.13

）

　
【
有
】
傍
之
井
上
、
有
湯
津
香
木
。（p136.09

）

　
「
在
」
は
、
全
五
十
九
例
中
、
五
十
七
例
が
〈
存
在
〉
の
意
味
を
表
す
。

　
【
在
】
於
此
国
道
速
振
荒
振
国
神
等
之
多
在
。（p112.06)

　
【
在
】
老
夫
与
老
女
二
人
在
而
、
童
女
置
中
泣
。（p84.10

）

　
【
在
】
到
黄
泉
比
良
坂
之
坂
本
時
、
取
在
其
坂
本
桃
子
三
箇
（p66.02

）

　
「
有
」「
在
」
は
、『
古
事
記
』
の
な
か
で
、
人
・
神
・
も
の
な
ど
の
〈
存
在
〉
を
表
す
、

と
い
う
点
で
共
通
し
、〈
存
在
〉
の
意
味
を
表
す
た
め
の
、
核
と
な
っ
て
い
る
漢
字
だ
と
い

え
る
。
両
字
の
意
義
差
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。

　
「
坐
」
は
、
全
百
九
十
八
例
中
、
百
四
例
が
〈
存
在
〉
の
意
味
を
表
す
。
そ
の
う
ち
、
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八
十
八
例
が
神
・
天
皇
・
皇
族
の
〈
存
在
〉
を
表
す
。

　
【
坐
】
其
伊
邪
那
岐
大
神
者
、
坐
淡
海
之
多
賀
也
。（p72.13

）

　
【
坐
】
若
帯
日
子
天
皇
、
坐
近
淡
海
之
志
賀
高
穴
穂
宮
（p226.05

）

　

ま
た
、
連
体
修
飾
節
と
し
て
、
神
・
天
皇
を
修
飾
す
る
例
は
十
二
例
あ
る
。

　
【
坐
】
此
者
、
坐
御
諸
山
上
神
也
。（p108.12

）

　
【
坐
】
逮
坐
天
安
河
之
河
原
、
天
照
大
御
神
、
高
木
神
之
御
所
。（p114.10

）

　

こ
れ
ら
の
例
よ
り
、「
坐
」
は
神
・
天
皇
を
は
じ
め
と
し
て
、
身
分
が
高
い
人
物
の
〈
存
在
〉

を
表
す
時
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
身
分
が
高
い
人
物
の
子
ど
も
の
〈
存
在
〉
を
表
す
例
が
三
例
あ
る
。

　
【
坐
】
次
師
木
津
日
子
命
之
子
、
二
王
坐
。（p168.03
）

　
【
坐
】
此
二
王
之
女
、
五
柱
坐
。（p174.10

）

　

こ
れ
も
、
先
に
見
た
、
身
分
が
高
い
人
物
の
〈
存
在
〉
と
関
係
す
る
用
法
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
用
法
は
、
地
の
文
で
の
み
見
ら
れ
、
会
話
文
で
は
「
有
」「
在
」
が
用
い
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
無
生
物
で
あ
る
刀
に
用
い
ら
れ
る
例
が
一
例
あ
る
。

　
【
坐
】 

此
刀
名
、
云
佐
士
布
都
神
、（
中
略
）
此
刀
者
、
坐
石
上
神
宮
也
。（p152.07
分
注
）

　

こ
の
刀
は
別
名
を
「
佐
士
布
都
神
」
と
説
明
さ
れ
、「
神
」
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
た
た
め
に
、
刀
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
坐
」
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

こ
の
用
例
は
分
注
で
用
い
ら
れ
て
い
る
点
も
、
他
の
用
例
と
異
な
る
。

　

以
上
の
用
法
か
ら
、〈
存
在
〉
を
表
す
動
詞
の
体
系
の
中
で
、
身
分
の
高
さ
に
応
じ
て
用

い
ら
れ
る
漢
字
が
、「
坐
」
だ
と
い
え
る
。

　

最
後
に
、 「
居
」
は
、 

全
二
十
七
例
中
、 

十
九
例
が 

〈
存
在
〉 

の
意
味
を
表
す
。「
居
」 

は
、
伊

邪
那
美
命
の
体
に
化
成
し
た 「
雷
」 

の 〈
存
在
〉 

を
表
す
場
面
で
、 

ま
と
ま
っ
て
用
い
ら
れ
る
。

　
【
居
】 

加
礼
許
呂
呂
岐
弖
、
於
頭
者
大
雷
居
、
於
胸
者
火
雷
居
、
於
腹
者
黒
雷
居
、
於
陰

者
拆
雷
居
、
於
左
手
者
若
雷
居
、
於
右
手
者
土
雷
居
、
於
左
足
者
鳴
雷
居
、
於
右

足
者
伏
雷
居
、
并
八
雷
神
成
居
。（p64.06-08

）

　

そ
れ
以
外
の
用
例
を
検
討
し
て
み
る
と
、
あ
る
場
面
に
お
い
て
、
相
対
的
に
身
分
が
低
い

神
・
人
物
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
。

　
【
居
】 

故
、
天
皇
坐
筑
紫
之
訶
志
比
宮
、
将
撃
熊
曽
国
之
時
、
天
皇
控
御
琴
而
、
建
内
宿

祢
大
臣
居
於
沙
庭
、
請
神
之
命
。（p228.02

）

　

こ
の
用
例
で
は
、「
天
皇
」
よ
り
も
身
分
が
低
い
「
建
内
宿
祢
大
臣
」
の
〈
存
在
〉
を
表

す
時
に
「
居
」
が
用
い
ら
れ
る
。
一
方
で
、「
天
皇
」
に
は
「
坐
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、「
坐
」
が
身
分
が
高
い
人
物
の
〈
存
在
〉
を
表
す
の
に
対
し
、「
居
」

は
、
あ
る
場
面
に
お
い
て
、
相
対
的
に
見
て
身
分
が
低
い
人
物
の
〈
存
在
〉
を
表
す
の
に
用

い
ら
れ
る
と
い
え
る
。

Ⅱ
．「
有
」「
在
」
の
意
義
差

　

本
節
で
は
「
有
」「
在
」
の
意
義
差
が
、『
古
事
記
』
に
見
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
検

討
し
た
い
。

　

ま
ず
、
両
字
は
中
国
漢
文
で
ど
の
よ
う
な
差
が
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、「
有
」「
在
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な
〈
存
在
〉
を
表
す
か
、
と
い
う
こ
と
に
注
目

し
、
用
例
を
確
認
し
た
。
用
例
数
の
多
少
は
あ
る
に
せ
よ
、「
有
」「
在
」
の
用
例
を
、
十
五

項
目
の
用
法
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
１
）
中
国
漢
文
に
お
け
る
「
有
」「
在
」
の
違
い⑻
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①「
人
」
が
（
○
○
に
）
い
る

　
【
有
】
於
是
須
佐
之
男
命
、
以
為
人
有
其
河
上
而
、（p84.09

）

　
【
在
】
八
十
建
、
在
其
室
待
伊
那
流
。（p156.13

）

　

②「
神
」「
王
」
が
（
○
○
に
）
い
る

　
【
有
】
是
時
有
光
海
依
来
之
神
。（p108.09

）

　
【
在
】
爾
大
御
神
詔
、
汝
者
不
可
在
此
国
而
、
神
夜
良
比
夜
良
比
賜
。（p74.10

）

　

③
人
・
神
以
外
の
有
情
物
が
（
○
○
に
）
い
る

　
【
有
】
是
以
海
神
、
悉
召
集
海
之
大
小
魚
問
曰
、
若
有
取
此
鉤
魚
乎
（p140.03

）

　
【
在
】
莵
答
曰
、
僕
在
隠
岐
嶋
、
雖
欲
度
此
地
、
無
度
因
。（p90.13

）

　

④
自
然
物⑼
が
（
○
○
に
）
あ
る

　
【
有
】
豊
玉

売
之
従
婢
、
持
玉
器
将
酌
水
之
時
、
於
井
有
光
。（p136.12

）

　
【
在
】
其
河
謂
佐
韋
河
由
者
、
於
其
河
辺
山
由
理
多
在
。（p164.02

分
注
）

　

⑤
人
工
物⑽
が
（
○
○
に
）
あ
る

　
【
有
】
於
是
探
赤
海
鯽
魚
之
喉
者
、
有
鉤
。（p140.06

）

　
【
在
】
爾
思
怪
以
御
刀
之
前
、
刺
割
而
見
者
、
在
都
牟
刈
之
大
刀
。（p88.01

）

　

⑥
名
、
身
体
の
一
部
が
（
○
○
に
）
あ
る

　
【
有
】
此
嶋
者
、
身
一
而
有
面
四
。（p54.12

）

　
【
在
】
爾
伊
邪
那
岐
命
詔
、
我
身
者
、
成
成
而
成
餘
処
一
処
在
。（p52.10

）

　

⑦（
○
○
と
い
う
人
に
）
子
ど
も
・
兄
弟
姉
妹
が
い
る

　
【
有
】
亦
我
子
有
建
御
名
方
神
。（p120.10

）

　
【
在
】
我
之
女
者
、
自
本
在
八
稚
女
。（p84.13

）

　

以
上
が
、「
有
」「
在
」
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
用
法
で
あ
る
。
以
下
は
、「
有
」
に
の
み

見
ら
れ
る
用
法
で
あ
る
。

　

⑧「
心
」
が
（
○
○
に
）
あ
る

　
【
有
】
其
八
十
神
、
各
有
欲
婚
稲
羽
之
八
上
比
売
之
心
、（p90.08

）

　

⑨
出
来
事
が
あ
る

　
【
有
】
若
有
急
事
解
茲
嚢
口
。（p212.05

）

　

⑩
前
兆
（「
表
」「
験
」）
が
あ
る

　
【
有
】
如
此
之
夢
、
是
有
何
表
也
。（p190.06

）

　

⑪「
国
」
が
（
○
○
に
）
あ
る

　
【
有
】
於
是
大
后
帰
神
、
言
教
覚
詔
者
、
西
方
有
国
。（p228.03

）

　

⑫
こ
と
ば
が
あ
る

　
【
有
】
莫
動
其
刀
。
僕
有
白
言
。（p208.08

）

　

⑬「
由
」
が
あ
る

　
【
有
】
三
年
雖
住
、
恒
無
歎
、
今
夜
為
大
一
嘆
。
若
有
何
由
。（p140.01

）

　

⑭
病
気
が
あ
る

　
【
有
】
天
皇
辞
而
詔
之
、
我
者
有
一
長
病
。（p290.11

）

　

⑮「
功
」
が
あ
る

　
【
有
】
為
吾
雖
有
大
功
、
既
殺
己
君
是
不
義
。（p286.08

）

　

用
法
ご
と
に
用
例
数
を
示
す
と
、（
表
２
）
の
通
り
で
あ
る
。



（5）

『古事記』における「有」「在」「坐」「居」の用法について ―〈存在〉の意味を表す場合―

― 432 ―

　

用
法
を
整
理
す
る
こ
と
で
、「
有
」「
在
」
で
共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
用
法
が
多
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
し
か
し
「
有
」
の
方
が
、
よ
り
多
く
の
用
法
で
用
い
ら
れ
る
。

　

本
節
で
は
、
両
字
に
明
確
な
意
義
差
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
個
別
の
対
象
に

つ
い
て
の
用
字
法
を
、
次
節
で
ま
と
め
る
。

Ⅲ
．
特
徴
的
な
用
字
法

　

本
節
で
は
、〈
存
在
〉
を
表
す
用
字
法
の
う
ち
、「
有
」「
在
」
を
中
心
に
、
特
徴
的
な
用

法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ⅰ　

神
・
天
皇
の
〈
存
在
〉

　

神
・
天
皇
の
〈
存
在
〉
を
表
す
用
例
が
、「
有
」「
在
」
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
、（
表
２
）

か
ら
分
か
る
。
し
か
し
、
神
・
天
皇
の
〈
存
在
〉
は
、「
坐
」
で
表
し
て
い
た
。
ど
の
よ
う

な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

用
例
を
確
認
し
て
み
る
と
、
神
・
天
皇
の
〈
存
在
〉
を
表
す
「
有
」
で
、
五
例
中
一
例
、

「
在
」
で
四
例
全
て
が
会
話
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
身
分
が
高
い
神
・
天

皇
が
、
身
分
が
低
い
神
・
王
に
対
し
て
用
い
る
例
が
四
例
、
神
が
己
に
対
し
て
用
い
る
例
が

一
例
で
あ
る
。

　
【
有
】 

其
御
祖
命
、（
中
略
）
告
其
子
言
、
汝
（
稿
者
注
＊
大
国
主
神
）
有
此
間
者
、
遂
為

八
十
神
所
滅
、（p94.09

）

　
【
在
】 

天
皇
答
詔
之
、
此
者
為
、
在
山
代
国
我
之
庶
兄
建
波
邇
安
王
、
起
邪
心
之
表
耳
。

（p184.03

）

　
【
在
】 

伊
邪
那
伎
大
神
詔
、
吾
者
至
於
伊
那
志
許
米
志
許
米
岐
穢
国
而
在
祁
理
。（p68.02

）

　

地
の
文
で
、
神
・
天
皇
の
〈
存
在
〉
を
表
す
用
例
が
、「
有
」
に
は
四
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

三
例
は
「
大
国
主
神
」「
日
子
番
能
迩
迩
藝
命
」
な
ど
の
神
と
比
べ
て
、
身
分
が
低
い
神
に

対
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　
【
有
】 

日
子
番
能
迩
迩
藝
命
、
将
天
降
之
時
、
居
天
之
八
街
而
、
上
光
高
天
原
、
下
光
芦

原
中
国
之
神
、
於
是
有
。（p126.05

）

　

ま
た
、
身
分
が
高
い
人
物
に
子
ど
も
・
兄
弟
が
い
る
こ
と
を
表
す
場
合
、
会
話
文
で
は

「
有
」「
在
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
地
の
文
は
「
坐
」
が
用
い
ら
れ
る
。

　
【
有
】 

天
照
大
神
（
中
略
）
問
其
大
国
主
神
、
今
汝
子
、
事
代
主
神
、
如
此
白
訖
。
亦
有

可
白
子
乎
。（p120.09

）

　
【
在
】 

天
津
日
高
日
子
番
能
迩
迩
藝
命
、（
中
略
）
問
有
汝
之
兄
弟
乎
、
答
白
、
我
姉
石
長

比
売
在
。（p130.15

）

　

こ
れ
ら
の
用
例
よ
り
、「
坐
」
は
、
身
分
が
高
い
者
の
〈
存
在
〉
を
表
す
が
、
同
じ
神
や

皇
族
で
あ
っ
て
も
、
会
話
文
で
、
身
分
が
高
い
も
の
が
身
分
が
低
い
も
の
に
対
し
て
用
い
る

場
合
や
、
地
の
文
で
も
相
対
的
に
見
て
身
分
の
低
い
存
在
に
対
し
、「
有
」「
在
」
を
用
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
有
」「
在
」
に
対
応
す
る
待
遇
表
現
と
し
て
、「
坐
」
を
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
表
２
）
用
法
別
漢
字
分
類
表⑾
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ⅱ　
（
御
）陵
の
〈
存
在
〉

　
（
表
２
）
で
突
出
し
た
用
例
数
を
示
し
て
い
る
の
は
、「
在
」
⑤
（
人
工
物
が
（
○
○
に
）

あ
る
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
古
事
記
』
の
な
か
に
、「（
御
）陵⑿
」
の
〈
存
在
〉
を
表
す
用
例

が
上
巻
に
一
例
、
中
・
下
巻
に
二
十
九
例
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　
【
在
】
御
陵
在
畝
火
山
之
西
方
白
梼
尾
上
。（p166.09

）

　
「
有
」
で
、「（
御
）
陵
」
の
〈
存
在
〉
を
表
す
例
は
な
く
、「（
御
）
陵
」
の
〈
存
在
〉
を

表
す
こ
と
が
、「
在
」
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
特
に
、「
神
の
代
」
の
物
語
か
ら
、「
人

の
代
」
の
物
語
に
移
行
す
る
、
中
・
下
巻
に
そ
の
用
例
は
多
く
見
ら
れ
る
。

　

漢
籍
で
は
、
こ
の
よ
う
な
用
例
は
、
歴
史
書
を
中
心
に
、
主
に
注
で
用
い
ら
れ
る⒀
。
こ
の

こ
と
よ
り
、『
古
事
記
』
が
漢
籍
の
中
で
も
、
歴
史
書
の
影
響
を
受
け
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
文
で
は
な
く
、
注
で
用
い
ら
れ
る
用
字
法
を

踏
襲
し
て
い
る
点
が
、
興
味
深
い
。

三
．
研
究
の
成
果
と
今
後
の
課
題

　

本
稿
で
は
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
〈
存
在
〉
を
表
す
漢
字
（「
有
」「
在
」「
坐
」「
居
」）
が
、

次
の
よ
う
な
体
系
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
　
「
有
」
…
人
間
・
神
・
も
の
の
〈
存
在
〉

　
　
　
「
在
」
…
人
間
・
神
・
も
の
（
特
に
「（
御
）
陵
」）
の
〈
存
在
〉

　
　
　
「
坐
」
…
神
・
天
皇
の
〈
存
在
〉

　
　
　
「
居
」
…
相
対
的
に
見
て
、
身
分
が
低
い
人
間
・
神
の
〈
存
在
〉

　

稿
者
は
、
他
の
上
代
文
献
で
も
同
じ
よ
う
な
調
査
・
考
察
を
行
っ
た⒁
。
例
え
ば
、『
播
磨

国
風
土
記
』
で
は
、
左
に
示
す
よ
う
に
、〈
存
在
〉
の
意
味
を
表
す
漢
字
を
体
系
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
　
「
有
」
…
人
間
・
も
の
の
〈
存
在
〉

　
　
　
「
在
」
…
神
・
天
皇
の
〈
存
在
〉

　
　
　
「
坐
」
…
（
移
動
し
て
き
た
）
神
・
天
皇
の
〈
存
在
〉

　
　
　
「
居
」
…
人
間
の
〈
存
在
〉

　

本
稿
で
述
べ
た
用
法
の
う
ち
、「
有
」
は
人
間
や
も
の
の
〈
存
在
〉
を
表
し
、「
坐
」
は
神
・

天
皇
の
〈
存
在
〉
を
表
す
、
と
い
う
点
で
『
播
磨
国
風
土
記
』
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、『
古

事
記
』
に
は
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
よ
う
に
、「
坐
」
で
〈
存
在
〉
を
表
す
神
に
、「
移
動

し
て
き
た
」
と
い
う
限
定
条
件
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
古
事
記
』
で
は
、
場
面
に
応
じ
て
、

「
有
」「
在
」「
坐
」「
居
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、『
播
磨
国
風
土
記
』
で
は
、
神
・
天
皇
の
〈
存

在
〉
を
表
す
漢
字
は
「
在
」
で
あ
る
。

　

両
文
献
の
著
述
者
は
、
官
僚
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、〈
存
在
〉
の
意
味
を
表

す
た
め
の
、
共
通
す
る
枠
組
み
を
持
っ
て
い
た
と
仮
定
し
て
み
る
。
用
例
か
ら
も
、
共
通
す

る
用
字
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
異
な
る
用
字
法
も
見
出
せ
る
。
こ
れ
は
、

何
の
差
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、『
古
事
記
』
は
「
神
の
代
」
か
ら
「
人
の
代
」
に
渡
る
歴
史
書
で
あ
る
の
に
対
し
、

『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
地
方
の
伝
承
を
も
と
に
、
地
方
で
著
述
さ
れ
た
地
誌
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
前
者
は
「
場
面
」
に
お
け
る
神
々
・
人
々
の
位
置
づ
け
を
問
題
と
し
、
後
者
は
あ

る
地
域
で
語
ら
れ
る
「
神
」「
人
」
を
問
題
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

仮
定
に
立
脚
す
る
と
は
い
え
、
こ
れ
は
、
語
ら
れ
る
内
容
に
応
じ
て
、
用
字
法
が
異
な
る
、

と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

あ
る
文
献
の
用
字
法
を
決
定
づ
け
る
「
位
相
」
と
は
な
に
か
、
と
い
う
こ
と
を
今
後
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、『
古
事
記
』
の
問
題
点
は
、
著
述
さ
れ
た
ま
ま
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
た
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
著
述
さ
れ
た
ま
ま
の
テ
キ
ス
ト
を
研
究
の
対
象
と
し
て
、
訓
を
同
じ
く
す
る
漢

字
の
体
系
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
研
究
を
通
し
て
、
日
本
の
中
で
、
漢
字
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、

展
開
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

【
参
考
文
献
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
】

テ
キ
ス
ト

倉 

野
憲
司
・
武
田
祐
吉
校
註
『
日
本
古
典
文
学
大
系
一　

古
事
記　

祝
詞
』
岩
波
書
店　

1958.6
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青 

木
和
夫
・
石
母
田
正
・
小
林
芳
規
・
佐
伯
有
清
校
注
『
日
本
思
想
大
系
一　

古
事
記
』
岩

波
書
店　

1982.2
山 
口
紀
佳
・
神
野
志
隆
光
校
注･

訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
一　

古
事
記
』
小
学
館　

1997.6

古
辞
書

天 

理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部　

第

三
二

－

三
四
巻　

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄　

佛
法
僧
』
八
木
書
店　

1976.9-11

正 

宗
敦
夫
編
纂
校
訂
『
類
聚
名
義
抄 

第
一
巻
・
第
二
巻
』
風
間
書
房　

1954.5-1955.6

文　

献

沖
森
卓
也
編
『
資
料　

日
本
語
史
』
お
う
ふ
う　

1991.2

金
水
敏
『
日
本
語
存
在
表
現
の
歴
史
』
ひ
つ
じ
書
房　

2006.2

飛
田
良
文
編
『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
明
治
書
院　

2007.1

森
博
達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
』
中
央
公
論
新
社　

1999.10

論　

文

沖 

森
卓
也
「
上
代
文
献
に
お
け
る
「
有･

在
」
字
」『
国
語
と
国
文
学
』V

ol.56 N
o.6　

1979.6

吉 

野
政
治
「
尊
敬
の
助
動
詞
マ
ス
（
イ
マ
ス
）
成
立
考

－

古
事
記
の
用
例
を
通
し
て

－

」『
万

葉
』
百
五
十
号　

1994.5

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

国 

文
学
研
究
資
料
館･

日
本
古
典
文
学
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

http://base3.nijl.ac.jp/
Rcgi-bin/hon_hom

e.cgi

中
央
研
究
院･

漢
籍
電
子
文
献　

http://w
w
w
.sinica.edu.tw

/ftm
s-bin/ftm

sw
3

【
注
】

⑴　

沖
森1979

な
ど
。

⑵　
『
資
料　

日
本
語
史
』p141

⑶　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
一　

古
事
記　

祝
詞
』
等
を
参
考
に
、
稿
者
が
ま
と
め
た
。

⑷ 　

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
享
和
三
（
稿
者
注
＊1803

）
年
版
の
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
を

本
文
の
底
本
と
し
、
真
福
寺
本
を
始
め
代
表
的
と
思
わ
れ
る
数
種
の
写
本
（
複
製
本
）
刊

本
を
以
て
校
訂
」
さ
れ
て
い
る
。『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
の
本
文
は
、「
上
巻
と
中
下
巻
と

が
成
立
事
情
を
異
に
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
全
体
に
わ
た
っ
て
疎
漏
も
多
く
、
必
ず

し
も
今
日
一
般
に
定
本
視
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
が
凡
例
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
稿
者
が
、
本
稿
で
研
究
の
対
象
と
し
た
用
例
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、『
日
本

古
典
文
学
大
系
一　

古
事
記　

祝
詞
』
で
は
校
異
が
あ
る
箇
所
は
な
か
っ
た
た
め
、
利
用

し
や
す
く
、
信
頼
で
き
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
一　

古
事
記　

祝

詞
』
を
基
本
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。
な
お
、
研
究
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
も
の
で
、
校
異
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
二
箇
所
で
あ
る
。

　
　
【
坐
】
遂
神
避
坐
也
（p60.06

）→
異
本
に
よ
っ
て
、「
坐
」
が
な
い
。

　
　
【
居
】
謂
居
寤
清
泉
也
（p218.09

）→
異
本
に
よ
っ
て
、「
寤
居
」
と
す
る
。

⑸　

観
智
院
旧
蔵
『
類
聚
名
義
抄
』
を
引
い
た
こ
と
は
、
次
の
二
点
に
よ
る
。

　
　

①
特
定
の
位
相
に
偏
っ
た
訓
で
は
な
く
、
諸
訓
を
収
集
し
た
辞
書
で
あ
る
。

　
　

 

② 

一
辞
書
の
中
に
、
今
回
取
り
上
げ
る
四
字
す
べ
て
に
対
し
て
訓
を
当
て
て
い
る
も
の

と
し
て
は
、
最
古
の
辞
書
で
あ
る
。

⑹　

本
論
文
で
研
究
対
象
と
な
る
用
例
数
と
、
各
漢
字
の
総
数
を
、
次
の
表
に
示
す
。

⑺ 　

用
例
の
中
に
は
、「
有
那
理
」
と
表
記
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
有
」
は
、「
阿

理
那
理
」
と
い
う
万
葉
仮
名
表
記
か
ら
「
ア
リ
」
の
終
止
形
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（『
日
本
思
想
大
系
一　

古
事
記
』）
活
用
語
尾
を
万
葉
仮
名
で
表
記
す
る
例
は
、「
有
祁

理
」、「
在
祁
理
」（
以
上
、
各
一
例
）、「
坐
祁
理
」（
二
例
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
の

対
象
と
し
た
。

⑻ 　
（
表
１
）
は
森
博
達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
』
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
を
参
考

に
、
稿
者
が
ま
と
め
た
。

（
表
）『
古
事
記
』
に
お
け
る
、「
有
」「
在
」「
坐
」「
居
」
の
総
数
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⑼　

こ
れ
に
分
類
し
た
の
は
、
以
下
の
通
り
。（
木
、
光
、
沼
、
海
、
実
、
草
）

⑽ 　

こ
れ
に
分
類
し
た
の
は
、
以
下
の
通
り
。（
路
、
鉤
、
刀
、
火
打
、
家
、
御
陵
、
御
裳

之
石
）

⑾ 　

様
々
な
先
行
研
究
で
、
上
巻
と
中
・
下
巻
に
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い

る
た
め
、
本
稿
で
も
上
巻
と
中
・
下
巻
に
分
け
て
分
析
し
た
。
な
お
、「
序
」
は
、
後
世

の
偽
書
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り
、（
表
１
）
に
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。「
序
」
に
は

「
有
」
が
一
例
あ
り
、
①「
人
」
が
（
○
○
に
）
い
る
、
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑿ 　
『
日
本
思
想
大
系
一　

古
事
記
』
に
、「
古
事
記
で
は
「
陵
」
が
五
二
例
あ
り
、
全
部
が

天
皇
・
皇
后
や
皇
族
に
つ
い
て
用
い
て
い
る
。
天
皇
に
は
「
御
陵
」、
皇
后
や
皇
族
に
は

「
陵
」
と
い
う
傾
向
が
あ
る
」
と
あ
る
。

⒀ 　

中
央
研
究
院
が
公
開
し
て
い
る
、「
漢
籍
電
子
文
献
」
で
検
索
し
た
。

⒁ 　
「
漢
字
の
位
相
別
使
用
か
ら
見
た
日
本
語
書
記
文
の
歴
史
的
研
究
」（
広
島
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科　

平
成
十
九
年
度
修
士
論
文
』）

 

（
指
導
教
員　

佐
々
木　

勇
）
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About the Usage of 有, 在, 坐, and 居 in ‘Kojiki’.
― When they show the meaning of <existence> ―

Emiko Toda

Abstract: In ancient Japan, Japanese was written in the Chinese characters.　This thesis 
makes  report  about  the usage of 有, 在, 坐,  and 居, when  they  show  the meaning of 
<existence>  in  ‘Kojiki’.  (It  is  said  that  it was written  in  712.)　The  result  of  the 
investigation is recorded as follows: 有 shows the <existence> of the person, the god, and 
the object. 在 also shows the <existence> of  the person,  the god, and the object, but  it 
often shows the <existence> of the imperial mausoleums. 坐 shows the <existence> of the 
god and the emperor. 居 shows the <existence> of lowly person and the god as compared 
with another.

　Key words:  Chinese style that makes for Japanese, Chinese characters, usage, <existence>
　キーワード：和化漢文、漢字、用法、〈存在〉




